
　

CT・MRI・核医学検査による経過観察―ポイントと進め方―

特　集
 ◆中枢神経：脳腫瘍の治療後，未破裂動脈瘤，塞栓術後など 渡邉嘉之
 ◆頭頸部：頭頸部癌の治療後（甲状腺癌を含む）など 山内英臣
 ◆肺・縦隔：微小肺病変，肺癌の治療後，縦隔腫瘍 
―治療後，縦隔嚢胞など 石村茉莉子
 ◆大血管：動脈瘤を中心に 土屋智史
 ◆肝胆膵：肝の非多血性病変，肝細胞癌の治療後，胆泥， 
胆嚢結石，膵嚢胞など 松原嵩史
 ◆泌尿生殖器：腎/副腎腫瘍，奇形腫，チョコレート嚢胞など 高橋　哲
 ◆乳房：乳癌の治療後（残像乳房・対側乳房），乳房再建術後など 後藤眞理子
 ◆核医学：核医学検査が経過観察に有用な疾患とポイント（認知症含む） 長町茂樹

〔都合により掲載論文が変更になる場合がありますのでご了承下さい〕
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